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教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

病原体の身体への侵入・媒介経路による分類 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

病原体別による分類 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

微生物の種類、微生物の形と大きさ、微生物の構造、微生物の増殖と環境の影響 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

微生物の病原性と人体の感受性、　汚染、感染及び発病 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技：

空気・飛沫を介して感染する感染症。結核等

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

感染症に関する練習問題（１） 教科書全体に目を通しておくこと

感染症に関する練習問題（２） 教科書全体に目を通しておくこと

飲食物を介して感染する感染症・血液を介して感染する感染症 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

具体的な対策の例

感染症に関する練習問題（３）

消毒とは・消毒の意義・消毒に関連のある法の規定

消毒を怠った場合の危険性と美容師の責任・消毒法の種類・消毒に必要な条件・微
生物の抵抗力

理学的消毒法

化学的消毒法・アルコール・次亜塩素酸ナトリウム・界面活性剤

化学的消毒法・グルコン酸クロルヘキシジン・その他

すぐれた消毒法とその実施上の注意

消毒法総論の練習問題

課目名 衛生管理Ⅱ

課目名（英） Public health & hygiene management

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

・日本理美容教育センター版　衛生管理　
　　
　

動物・節足動物を介して感染する感染症

対象学科・学年 美容科　2年

授業概要

美容現場の中枢として存在する美容師は、公衆衛生並びに環境衛生の知識が必要である。また職務上、日常的に利用者との身体的接触が避け
がたい局面に遭遇する。当然美容師自身が利用者より予期せぬ感染症に感染する危険にさらされる可能性とともに、自らが感染症を利用者へ感
染させる媒体となる可能性も想定される。このような危険性が常に存在する以上、美容師には感染症ならび感染症の予防と衛生管理に資する、
充分で確実な知識並びに消毒を実践する能力が求められることは当然である。この授業では、他の科目とリンクしながら必要な衛生管理の知識
と実技の習得を目指す。

学習目標
（到達目標）

常在細菌叢、免疫と予防接種、感染症発症の要因 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

感染症予防の３原則 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

感染症総論の練習問題 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

目標

美容業に関連する感染症の知識を知ったうえで、その感染症の危険性を指摘することができる。

代表的な感染症やその症状を知ったうえで、その感染症の感染経路や病原体を説明することができる。

感染症予防の３原則について、その対策を３つ以上列挙し、説明することができる。

消毒法の種類を列挙し、それぞれの利点、欠点をあげ、説明することができる。

消毒薬の希釈について、机上計算とシュミレーションをすることが出来る。

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

感染症発見の歴史、感染症と法律、感染症の法律上の分類

担当者実務経験

竹原直道・相良献・白木光

大学院にて研究する傍ら、
歯科医師として訪問診療棟の歯科業務に従事

2単位

2023年度

時間数

実施時期

60時間

通年

消毒法実習・各種消毒薬・器具の使い方・常備しておくとよい消毒薬と希釈液の濃
度

消毒薬希釈法

美容所の消毒の実際

美容所における衛生管理要領

教科書全体に目を通しておくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと
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履修上の注意

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

小テスト 〇 20%

80%

消毒法に関する練習問題（３） 教科書全体に目を通しておくこと

授業計画

〇

消毒と自首管理体制・自主管理点検表

消毒法に関する練習問題（１）

消毒法に関する練習問題（２）

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書全体に目を通しておくこと

教科書全体に目を通しておくこと
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後期まとめ　テスト対策 2編皮膚科学のポイントを復習しておくこと

後期テスト解答、解説、復習 2編皮膚科学のポイントを復習しておくこと

２編３章　皮膚の循環系・神経系 ・・・皮膚の血管・神経 教科書の該当範囲を予習

２編４章　皮膚と皮膚付属器官の生理機能・・・保護・調節作用 教科書の該当範囲を予習

２編５章　皮膚の保健・・・皮膚と全身状態・保護と手入れ 教科書の該当範囲を予習

２編６章　皮膚の疾患・・・皮膚の異常、カブレについて 教科書の該当範囲を予習

２編６章　皮膚の疾患・・・皮膚疾患と原因 教科書の該当範囲を予習

担当者実務経験

齊田　順子

看護師、研修講師として勤務

２単位

2023年度

時間数

実施時期

60時間

通年

目標

美容に関係する人体の構造や機能について質問に対し説明ができる。

美容の施術を効果的に行うための、皮膚、毛髪などに関して質問に対して説明ができる。

人体の構造及び機能・皮膚科学について口頭で質問した場合説明ができる。

知識を元に自分自身や施術依頼者の安全や心身の健康状態に配慮した言動がとれる。

教科書の該当範囲を予習

授業項目・内容 授業外学修指示

 はじめに　１編１章　頭部の体表解剖学

課目名 保健Ⅱ

課目名（英） health cosmetology

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

　　・保健教科書・配布プリント　　　【参考図書　・ぜんぶわかる人体解剖図(成美堂出版)・からだの地図帳(講談社)】

１編6章　血液・循環器系　・・・血液循環、リンパ管について

対象学科・学年 美容科2年

授業概要

目標である国家試験合格に必要な知識が定着できるように学習していく。人体や皮膚の構造などの知識が美容の仕事に、
また、個人の健康管理に生かされるように学習する。美容において何が健康を害する可能性があるのかなど、現場で応用
できるように学習する。
前期では人体の構造及び機能を中心に学ぶ。後期では、髪や頭皮などに直接触れる仕事でもあるため皮膚の構造や疾患
など皮膚科学を中心に学習する。

学習目標
（到達目標）

１編3章　筋系  ・・・表情筋 教科書の該当範囲を予習

１編4章　神経系・・・中枢神経系 教科書の該当範囲を予習

１編4章　神経系・・・末梢神経系 教科書の該当範囲を予習

１編5章　感覚器系 ・・・視覚　聴覚　平衡感覚　味覚など

教科書の該当範囲を予習

１編8章　消化器系・・・消化管の仕組み、はたらき 教科書の該当範囲を予習

前期まとめ　テスト対策 １編人体のポイントを復習しておくこと

１編6章　血液・循環器系   ・・・血液について 教科書の該当範囲を予習

教科書の該当範囲を予習

１編7章　呼吸器系・・・気道　肺　呼吸運動

前期テスト解答、解説、復習 １編人体のポイントを復習しておくこと

 ２編１章　皮膚の構造・・・皮膚について　表皮・真皮・皮下組織 教科書の該当範囲を予習

２編２章　皮膚付属器官の構造・・・毛の構造・毛周期 教科書の該当範囲を予習

２編２章　皮膚付属器官の構造・・・脂腺・汗腺・爪 教科書の該当範囲を予習

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： 実習： 実技：

教科書の該当範囲を予習

１編１章　顔部、頸部の体表解剖学 教科書の該当範囲を予習

１編2章　骨格器系  ・・・骨の種類と構造 教科書の該当範囲を予習

１編2章　骨格器系  ・・・骨格器系とそのはたらき 教科書の該当範囲を予習

１編3章　筋系  ・・・おもな骨格筋 教科書の該当範囲を予習
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国家試験に向けて 教科書やプリントを復習しておくこと

前期後期まとめ １編２編のポイントを復習しておく

国家試験に向けて 教科書やプリントを復習しておくこと

国家試験に向けて 教科書やプリントを復習しておくこと

〇 〇 10%小テスト②

授業計画

〇 80%

国家試験に向けて 教科書やプリントを復習しておくこと

履修上の注意 教科書、筆記用具、ファイルの準備(授業プリントの整理、保管)

評価方法

(1)授業の中で小テストを2回実施する。　(2)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 〇

小テスト① 〇 〇 10%
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学習目標
（到達目標）

着物の種類を挙げ、適切な道具を使用した着付けの技術を説明出来る。

美容技術理論の国家試験対策問題で60％以上正解できる。

テキスト・教材
参考図書

美容理論教科書・プリント・ノート・筆記用具

授業計画

11章～12章　小テスト② 予習・復習・プリントの整理

2章　-　シャンプーイングの目的と種類と特徴・選び方のポイントを知る 予習・復習・プリントの整理

2章　-　スキャルプトリートメントの目的・スキャルプトリートメントの種類と特徴の
ポイントを知る

予習・復習・プリントの整理

1章　-　コーム・ブラシ・シザーズの名称・選定法・手入れ法・種類 予習・復習・プリントの整理

1章　-　レザー・ アイロン・ドライヤー・スチーマー・遠赤外線機・その他の道具の
名称・選定法・手入れ法・目的を知る

予習・復習・プリントの整理

2章　-　リンス、コンディショナー、トリートメントの違い、役割、成分選び方 予習・復習・プリントの整理

序章・1章・2章　国家試験過去問題演習 予習・復習・プリントの整理

4章　-　ベーシックなカット技法・ワンレングスカット・グラデーションカット・レイ
ヤーカット・セイムレングスカットのポイントを知る

予習・復習・プリントの整理

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

予習・復習・プリントの整理

予習・復習・プリントの整理

11章　日本髪　-　日本髪の装飾品・日本髪の結髪道具・日本髪の結髪技術・日
本髪の手入れ・かつら

授業項目・内容 授業外学修指示

8章　ｴｽﾃﾃｨｯｸ　-　ｴｽﾃﾃｨｯｸ概論・皮膚の生理と構造・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ・美容における
ﾏｯｻｰｼﾞ理論

予習・復習・プリントの整理

8章　ｴｽﾃﾃｨｯｸ　-　ﾌｪｲｼｬﾙｹｱ技術・ﾌｪｲｼｬﾙ及びﾃﾞｺﾙﾃﾏｯｻｰｼﾞ・ﾌｪｲｼｬﾙﾊﾟｯｸ・ボ
ディｹｱ技術・ﾎﾞﾃﾞｨｰﾏｯｻｰｼﾞ

予習・復習・プリントの整理

9章　ﾈｲﾙ技術　-　ﾈｲﾙ技術概論・ﾈｲﾙ技術の種類・爪の構造と機能・爪のｶｯﾄ形
状

予習・復習・プリントの整理

課目名 美容技術理論 Ⅱ

課目名（英） beauty　theory

単位数 担当者

実施年度

授業形式

11章　日本髪　-　日本髪の由来・日本髪の各部の名称・日本髪の種類と特徴・
日本髪と調和

対象学科・学年 美容科２年生

授業概要
美容師資格を取得し一人前の技術者になるため美容の基礎的な理論と技術を学ぶ事を目的とする。学年末にある国家試
験に向けた指導と業界の求める美容師として理解しておかなければならない基礎知識を徹底して学習していく。国家試験
に向けた４択問題を中心に出題解答し試験にしっかりと慣れていく。

9章　ﾈｲﾙ技術　-　ﾈｲﾙ技術と公衆衛生・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ･ﾈｲﾙｹｱ･ｱｰﾃｨﾌｨｼｬﾙﾈｲﾙ･手
と足のﾏｯｻｰｼﾞ

予習・復習・プリントの整理

10章　ﾒｲｸｱｯﾌﾟ　-　ﾒｲｸｱｯﾌﾟ概論・顔の形態学的な観察・ﾒｲｸｱｯﾌﾟと色彩・皮膚の
生理と構造・ﾒｲｸｱｯﾌﾟの道具

予習・復習・プリントの整理

10章　ﾒｲｸｱｯﾌﾟ　-　ｽｷﾝｹｱ・ﾍﾞｰｽﾒｲｸｱｯﾌﾟ・ｱｲﾒｲｸｱｯﾌﾟ・ｱｲﾌﾞﾛｳﾒｲｸｱｯﾌﾟ・ﾘｯﾌﾟﾒｲｸ
ｱｯﾌﾟ

予習・復習・プリントの整理

担当者実務経験

江藤　登志美・森　建太

美容室にて美容師として勤務

3単位

2023年度

時間数

実施時期

90時間

通年

目標

ｴｽﾃﾃｨｯｸにおける皮膚の生理と構造を踏まえてﾌｪｲｼｬﾙｹｱ技術、ﾎﾞﾃﾞｨｹｱ技術の説明ができる

爪の構造と機能､カット形状、公衆衛生を踏まえ、ネイル技術の種類を挙げてその説明ができる。

ﾒｲｸｱｯﾌﾟのｽｷﾝｹｱからブラッシュｵﾝﾒｲｸｱｯﾌﾟまでの手順を説明出来る。

まつ毛エクステンションの手順と注意事項を述べることができる。

日本髪の種類、特徴、道具について関係づけることができる。

予習・復習・プリントの整理10章　ﾒｲｸｱｯﾌﾟ　-　ﾌﾞﾗｯｼｭｵﾝﾒｲｸｱｯﾌﾟ・まつ毛ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ

予習・復習・プリントの整理

12章　着付けの理論と技術　-　着付けの目的・礼装・着物と季節・着物のいろい
ろ・帯・小物

予習・復習・プリントの整理

12章　着付けの理論と技術　-　着物各部の名称・着物のたたみ方・着付けの一
般的要領・留袖着付け技術・振り袖着付け技術・帯締め、帯揚げの結び方

予習・復習・プリントの整理

12章　着付けの理論と技術　-　男子礼装羽織、袴着付け技術・羽織のひもの結
び方・女子袴着付け技術・婚礼着付けの際の注意事項・和装花嫁・洋装花嫁

予習・復習・プリントの整理

8章～10章　小テスト①
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22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

履修上の注意
毎講義においてプリントを配布するため、それらを保管できるファイル（フラットファイル形式が理想）を購入し、
必ずプリントの整理を行っておくこと。

10%

提出物 ◎ 10%

授業態度 ◎ 5%

国家試験に備えて復習（対策問題演習・過去問題演習） 予習・復習・プリントの整理

評価方法

(1)授業の中で小テストを●回実施する。　(2)ファイル提出を実施する。　(3)定期試験（筆記）を実施する。（4）授業態度は授業
中の発表・居眠り・私語などで評価する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎ ○ 75%

小テスト ◎ ○

国家試験に備えて復習（対策問題演習・過去問題演習） 予習・復習・プリントの整理

国家試験に備えて復習（対策問題演習・過去問題演習） 予習・復習・プリントの整理

国家試験に備えて復習（対策問題演習・過去問題演習） 予習・復習・プリントの整理

国家試験に備えて復習（対策問題演習・過去問題演習） 予習・復習・プリントの整理

国家試験に備えて復習（対策問題演習・過去問題演習） 予習・復習・プリントの整理

7章　国家試験過去問題演習 予習・復習・プリントの整理

3章　ヘアデザイン　問題演習 予習・復習・プリントの整理

8章・9章　国家試験過去問題演習 予習・復習・プリントの整理

10章　国家試験過去問題演習 予習・復習・プリントの整理

11章・12章　国家試験過去問題演習 予習・復習・プリントの整理

6章　-　ループとウェーブの関係・カールの種類 予習・復習・プリントの整理

6章　-　ヘアセッティング（ローラーカール、バックコーミング、ブロードライ、アイロ
ンセッティング、アップスタイル）のポイントを知る

予習・復習・プリントの整理

6章　国家試験過去問題演習 予習・復習・プリントの整理

7章　-　ヘアカラーリング概論・ヘアカラーの種類のポイントを知る 予習・復習・プリントの整理

7章　-　毛髪のアンダートーン～ヘアカラーリングの注意事項のポイントを知る 予習・復習・プリントの整理

5章　-　パーマネントウェービングの歴史と現在　パーマネントウェーブの理論と
実際のポイントを知る

予習・復習・プリントの整理

5章　-　パーマネントウェーブ用剤の種類・パーマネントウェーブ用剤に関する注
意事項　のポイントを知る

予習・復習・プリントの整理

5章　-　パーマネントウェーブの実際・パーマネントアラカルトのポイントを知る 予習・復習・プリントの整理

5章　国家試験過去問題演習 予習・復習・プリントの整理

6章　-　ヘアセッティングとは・ヘアパーティング・ヘアカーリング・のポイントを知
る

予習・復習・プリントの整理

授業計画

4章　-　ヘアカッティングとは　シザーズとレザーの扱い方・ヘアカッティングの正
しい姿勢のポイントを知る

予習・復習・プリントの整理

4章　-　シザーズ・レザーによるカット技法のポイントを知る 予習・復習・プリントの整理

4章　国家試験過去問題演習 予習・復習・プリントの整理
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

○

回数

1～2

3～7

8～9

10～
16

17～
20

21～
26

27

28～
30

31

32～
40

40～
44

45～
52

53

54～
59

60

61～
66

67

68～
70

71～
73

74～
110

111～
113

114～
115

116～
117

118～
122

123～
124

授業計画

国家試験第2課題オールウェーブ   50分
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題ワインディング   20分巻き
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題オールウェーブ　 50分
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題ワインディング　　20分巻き
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

アートビューティーコレクション準備 各自課題となっている物を持ち帰り準備に取り組む

国家試験第2課題オールウェーブ　 40分
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

国家試験第2課題ワインディング･オールウェーブ　テスト
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

国家試験第2課題ワインディング    20分巻き
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

国家試験第2課題オールウェーブ　 40分
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

国家試験第2課題ワインディング   20分巻き
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： △ 実習： ○ 実技： △

国家試験第2課題ワインディング    20分巻き

居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題ワインディング    20分巻き
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題オールウェーブ   60分
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題ワインディング    20分巻き
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題オールウェーブ　 7段構成理解
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題オールウェーブ    60分

国家試験第2課題ワインディング    20分巻き

居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

課目名 美容実習Ⅱ

課目名（英） Beauty　Training

単位数 担当者

実施年度

授業形式

テキスト・教材
参考図書

美容実習道具一式

対象学科・学年 美容科2年次

授業概要
国家試験合格に向けて課題である美容技術の基礎(ワインディング･オールウェーブ･カット)を身に付ける。
衛生面でも国家試験評価対象となっている為、衛生面も同時に身に付ける。

学習目標
（到達目標）

担当者実務経験

江藤　登志美・森　建太

美容室にて美容師として勤務

16

2023年度

時間数

実施時期

480時間

通年

国家試験第2課題オールウェーブ　 7段構成理解
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題ワインディング　　20分巻き
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題オールウェーブ 　7段構成理解
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

目標

国家試験第一課題(レイヤーカット)を身に付ける事ができる。

国家試験第二課題(オールウェーブ/ワインディング)を身に付ける事ができる。

頭の形を理解し正確に形として仕上げる事ができる。

道具の使用の仕方、ウィッグの使い方を丁寧に行い衛生面を綺麗に保つことができる。

美容師国家試験合格に向けて意欲を高く持ち、継続的に練習する事ができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

国家試験第2課題オールウェーブ
(コームの使い方･ローション塗布の仕方)

居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題オールウェーブ　 7段構成理解
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題ワインディング　　20分巻き
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題オールウェーブ 　7段構成理解
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する

国家試験第2課題ワインディング　　20分巻き
居残り練習を行う
ウィッグを持ち帰り復習する
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125～
129

130～
134

135～
136

137～
141

142～
143

144～
146

147～
148

149～
151

152～
225

226～
228

229～
242

履修上の注意

評価方法

前期･後期末試験実施（実技)
課題に対しての理解度。
授業態度の評価。
成績評価基準⇒S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎ ○ 70%

小テスト ◎ ○ 20%

宿題・レポート ◎ 10%

国家試験第2課題ワインディング   20分巻き
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

国家試験第2課題オールウェーブ　25分
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

国家試験課題練習　(207～208 小テスト)
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

国家試験課題第1･第2　実技テスト 20分 国家試験合格基準

国家試験課題練習
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

国家試験第2課題ワインディング   20分巻き
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

国家試験第1課題レイヤーカット
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

国家試験第2課題オールウェーブ  30分
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

国家試験第2課題オールウェーブ　25分
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

授業計画

国家試験第2課題オールウェーブ　30分
居残り練習か各自ウィッグを持ち帰り試験タイムで復
習を行う

国家試験第1課題レイヤーカット
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

回数

1～2

3～4

5～6

7～8

9～10

担当者実務経験

江藤登志美・森健太

サロンに美容師として勤務

1単位

2023年度

時間数

実施時期

30時間中20時間

通年

目標

国家試験第一課題(レイヤーカット)を身に付ける事ができる。

頭の形を理解し正確に形として仕上げる事ができる。

道具の使用の仕方、ウィッグの使い方を丁寧に行い衛生面を綺麗に保つことができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

国家試験第1課題ヘアカッティング　
(コームの使い方･ブロッキングの仕方)

○ 10%

課目名 ヘアテクニック　【カットⅡ】

課目名（英） Hair Technique (Cut)

単位数 担当者

実施年度

授業態度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

実習道具　カット道具一式

対象学科・学年 美容科　2年

授業概要 国家試験合格に向けて課題である美容技術の基礎(レイヤーカット)を身に付ける。

学習目標
（到達目標）

◎ 60%

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 演習： 実習： ○ 実技：

居残り　反復練習

国家試験第2課題ヘアカッティング
(ブロッキングの仕方・切り方手順)

居残り　反復練習

国家試験第3課題ヘアカッティング
(ブロッキングの仕方・切り方手順・反復練習)

居残り　反復練習

国家試験第4課題ヘアカッティング
(切り方手順・反復練習・スタイルの確認)

居残り　反復練習

国家試験第5課題ヘアカッティング
(切り方手順・反復練習・スタイルの確認)

居残り　反復練習

履修上の注意 授業開始前に準備を整えておく。

評価方法

(1)　小テストを2回実施
(2)　課題に対しての理解度。
(3)　授業態度の評価。
成績評価基準⇒S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

小テスト

宿題・レポート ◎ 30%
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

山口薫・江藤登志美・森健太

美容室にて美容師として勤務

2単位

2023年度

時間数

実施時期

60時間中30時間

通年

目標

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： 実習： 実技：

履歴書作成　添削・清書

国家試験 筆記 事前学習　対策プリントを使用し解答・解説を中心に苦手科目の
学習を行なう
国家試験 筆記 事前学習　対策プリントを使用し解答・解説を中心に苦手科目の
学習を行なう
国家試験 筆記 事前学習　対策プリントを使用し解答・解説を中心に苦手科目の
学習を行なう

50%

夏季休暇前事前学習        長期休暇前の諸注意等

国家試験筆記対策　模擬試験

将来どのような○○になるか　文章に起こし共有 将来をイメージし、身近なものと認識しておく

履歴書作成　構成 自分を売り込む為の言い回しを文に起こす

履歴書作成　下書き 伝えたい部分を明確にし分を組み立てていく

担当者実務経験

授業項目・内容 授業外学修指示

TONI&GUYについて企業リサーチ

就職に向けて、年間スケジュールの確認　個人目標　健康診断

教育提携校TONI&GUYについて

求人票・WEBからの企業情報を基に受験までのスケジューリングが出来る。

受験にあたり、受験報告書を基に対策を考える事が出来る。

起承転結を活用した履歴書作成が出来る。

就職内定を目指す。

国家資格筆記合格レベルの知識を理解し説明することができる。

国家資格技術合格レベルを目指す。

○ 50%

課目名 美容教養　【美容業界研究】

課目名（英） Beauty　industry　the study

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

TONI&GUY　DVD　　　SARA　DVD　履歴書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国家試験対策プリント

国家試験 願書書き

対象学科・学年 美容科2年

授業概要
就職活動に必要な企業情報と共に特徴を知り受験対策を考えさせる。
起承転結を活用した履歴書作成を行ない早期内定を目指す。就職内定を目指すためのコミュニ
ケーション力向上、美容師国家資格取得に向けての技術力、知識力向上を目指す。

学習目標
（到達目標）

受験に対する心構え、斡旋規定を再確認

履歴書説明　受験申込書・証明証関係・受験報告書の活用と説
明

受験に対する意思表示。必要書類、証明写真の手配

起承転結を考え訂正していく　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　受験に対しての準備を行なう

履修上の注意 特段の事情を除いて、授業は休まないでください。授業中の私語は、厳禁です。復習は必須です。

評価方法

(1)授業後のレポート提出を行なう。
(2)宿題として感想文・レポートを提出を課す場合がある。以上を下記の観点・割合で単位認定をする。
成績評価基準は、R判定とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

宿題・レポート ○

発表・作品



麻生美容専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇

〇

〇

〇 〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意

評価方法
言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

小テスト

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： 実習： 実技：

課題プリントの実施

イメージコーディネートⅡ　イメージ別のデザインと構成① 課題プリントの実施

イメージコーディネートⅢ　イメージ別のデザインと構成② 課題プリントの実施

イメージコーディネートⅣ　コーディネートテクニック コーディネートを構成する　発表準備

ファッショントレンド情報 ファッショントレンドリサーチ

目標

トレンドを常に把握し、実践に取り入れられる

ヘア、メイク、ファッションを総合的に捉え、創造できるようになる

企画、演出、構成、音楽、照明全てを連動して考えることが出来るようになる

顧客の特徴を素早く捉え、似合うスタイルの提案ができるようになる

課目名 デザイン（ファッション）

課目名（英） Coordinate of Fashion

単位数 担当者

実施年度

宿題・レポート

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

参考資料は配布します

対象学科・学年 美容科２年次

授業概要
ヘアメイクとファッションの相互作用を学び、表現力の向上を目指します。また、ファッショントレンドや演出方法
など、多方面からのアプローチによる企画力や編集のプロセスや、コンテストやショーでも活用できる総合的な
コーディネートスキルを習得します。

学習目標
（到達目標）

デザインとディスプレイ ディスプレイのリサーチ（課題）と発表準備

ファッションショーの分析 ショーや動画をリサーチし、まとめる

企画書の制作 企画書の発表

職場の具体的なディスプレイにも関心を持ち、自らディスプレイ演出が出来るようになる

発表・作品 ○ ○ ○ 50%

授業項目・内容 授業外学修指示

イメージコーディネートⅠ　イメージの表現について

○ ○ ○ 50%

担当者実務経験

岡田　絵梨奈

香蘭女子短期大学ファッション総合学科長

2単位

２０２３年度

時間数

実施時期

60時間中１５時間

前期



麻生美容専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

森山飛鳥

美術専門講師3年

2単位

2023

時間数

実施時期

60時間中
15時間

前期

授業項目・内容 授業外学修指示

静物デッサン（立方体）

◎ ○ 100%

演習する配付物、制作する作品を丁寧に期日まで
に仕上げる。

人物デッサン、クロッキー　全身（立ちポーズ）
演習する配付物、制作する作品を丁寧に期日まで
に仕上げる。

人物デッサン、クロッキー　全身（座りポーズ）
演習する配付物、制作する作品を丁寧に期日まで
に仕上げる。

美容科2年

授業概要

形体の構造を意識しながら、立方体、円柱など基本となる形のモチーフを描く。角度、比率などを目で正確に測り、鉛筆のグレースケールで明度や色彩、陰影で立体感を表現
する。また人体の骨格や比率を理解し、顔、頭部、全身を陰影をつけて立体的に描く。デッサンで身についた調子のつけ方は色彩感覚を磨き、美意識を高めることにもつなが
る。
この授業を通じてものを観察する目を養い、立体的に把握する力を培う。実際に鉛筆や筆を使って手を動かすことで、目で見て、頭で理解したものを紙の上に表現する方法を
習得する。それは将来、美容師として活躍するときにアイデアやイメージをメモしたり、かきとめたりする際に役立つ。

学習目標
（到達目標）

目標

形体の構造、陰影、立体感を表現できる

角度と奥行きの把握、空間の意識ができる

顔と頭部の比率、骨格による陰影を表現できる

画材によるグレイスケールの表現で色彩の明度感覚を描写できる

人体の骨格や動きを把握し、線や面で表現できる

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： 実習：

演習する配付物、制作する作品を丁寧に期日まで
に仕上げる。

人物デッサン、クロッキー　顔、頭部（石膏像があれば使用）
演習する配付物、制作する作品を丁寧に期日まで
に仕上げる。

課目名 美容教養　【デッサンⅡ】

課目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

必要に応じてA4印刷物、A4画用紙を配付。デッサン道具一式。

対象学科・学年

演習する配付物、制作する作品を丁寧に期日まで
に仕上げる。

静物デッサン（円柱）
演習する配付物、制作する作品を丁寧に期日まで
に仕上げる。

静物デッサン（球体、自然物）
演習する配付物、制作する作品を丁寧に期日まで
に仕上げる。

実技： △

静物デッサン（着彩）

人物デッサン、クロッキー　顔、頭部（石膏像があれば使用）

履修上の注意 提出物(毎回〆切)+無遅刻無欠席

評価方法

(1)各回で演習する配付物、制作する作品を丁寧に仕上げる。(2)提出日時に提出する。(3)態度・意欲に 関
しては、作品の完成度・観察力・技量・集中力・思考力によって評価する。 下記の観点・割合で評価する。 
成績評価基準は、S(90点以上)・A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以下)とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

課題提出



麻生美容専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

評価方法

（１）最終日に検定試験を実施します。　（２）授業への参加状況（実技時の参加意欲も含みます）以上を下
記の観点・割合から総合的に評価させて頂きます。成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点
以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とします。

19～21コマ：ボブスタイル　復習
③で使用したウィックを用意して下さい。

22～24コマ：ボブスタイル　デザインカラー　バレイヤージュを学ぶ
①　②　で使用したウィックを用意して下さい。

※　主たる形態：○　　その他：△講義： △ 演習： △ 実習： ○ 実技： △

今まで勉強した事は一旦忘れて　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　頭を真っ白な状態にし

4～6コマ：レイヤースタイル復習　②
前回の復習になるので工程を確認しておいて下さ
い

7～9コマ：レイヤースタイル復習　③
前回の復習になるので工程を確認しておいて下さ
い

10～12コマ：レイヤースタイル　デザインカラー　バレイヤージュを学
ぶ

①　②　で使用したウィックを用意して下さい。

13～15コマ：ボブスタイル　柔らかな質感のグラデーションを学ぶ
①　で使用したウィックを用意して下さい。

課目名 選択ヘアデザイナーコース　【mod's hair カット&バレイヤージュセミナー】

課目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

カットに必要な展開図作成用のシートをお持ちします。

31～33コマ：ショートスタイル　復習

対象学科・学年 2年生選択授業ヘアデザイナーコース

授業概要
ベーシック技術習得者を前提とし、さらに高度なサロンワークに役立つ応用のカット&カラーリングテクニックを学ぶ講
義です。フランス、パリ発祥のオリジナルフレンチカットとバレイヤージュ、計算されて作られた本物のナチュラルな質
感を学べます。Mod’s hairパリ本部にて経験を積んだ、教育部門アカデミーの責任者が担当いたします。

学習目標
（到達目標）

16～18コマ：ボブスタイル　復習
② で使用したウィックを用意して下さい。               
     工程を確認してください。

55～57コマ：メンズカット①

各スタイルの工程をイメージ出来るようにして下さ
い。

目標

オリジナルスタイルのデザイン、理論、テクニック用語の知識を得る事ができます。

カットの為に必要なブロッキング、展開図の作成を学ぶ事ができます。

柔らかな質感を作る為に必要なカット技術をお伝えいたします。

立体感のあるデザインカラー技術オリジナルバレイヤージュをお伝えいたします。

ヘアデザインを通じて美容の楽しさや哲学をお伝えいたします。

①　で使用したウィックを用意して下さい。

授業項目・内容 授業外学修指示

1～3コマ：レイヤースタイル　アウトライン設定の決め方を学ぶ①

28～30コマ：ショートスタイル　復習
② で使用したウィックを用意して下さい。

③で使用したウィックを用意して下さい。

34～36コマ：ショートスタイル　デザインカラー　バレイヤージュ　応用
を学ぶ

52～54コマ：ディプロマ試験　⑥
カット　カラー　スタイリング　仕上げまでの流れを
評価いたします。合格者にはディプロマを授与しま

49～51コマ：検定試験

43～45コマ：検定対策

46～48コマ：試験課題対策　今まで学んだスタイルの中から課題を
発表　⑤

担当者実務経験

湯山　成之（他１名）

mod's hair academy Director

４単位

２０２３年度

時間数

実施時期

120時間

前期

25～27コマ：シュートスタイル　女性から男性へ同じスタイルのアレン
ジを学ぶ

③ ④　で使用したウィックを用意して下さい。

37～39コマ：レイヤー　ボブ　ショート　３スタイル復習を兼ねた実習　
④

各スタイルの工程を確認しておいて下さい。

40～42コマ：検定対策
各スタイルの工程をイメージ出来るようにして下さ
い。

58～60コマ：メンズカット②



麻生美容専門学校　シラバス

履修上の注意
デモンストレーション講習参加必須、出席率、スタイルを作る上で一定の理解度が確認できない場合は
検定試験は受けられません。

評価方法
言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

検定試験

授業での仕上がり ◎ ◎ 20%

◎授業態度 20%

◎ ◎ 60%



麻生美容専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

38～40コマ：撮影準備・撮影に向けたデザインの作りこみ
撮影に向けたデザインの準備を進めておくこと

撮影に向けたデザインの準備を進めておくこと

44～46コマ：作品撮影（Aチーム）　：　ヘアメイク作品企画・テスト準備（B
チーム）

23～25コマ：第二回撮影に向けた企画書作成
様々なフォト作品をお見ておく事

26～28コマ：エクステを使用したクリエイティブスタイル
エクステ、セットウィッグその他ヘアアレンジに必要な
道具を準備しておくこと

29～31コマ：クリエイティブデザインメイク
メイク道具を準備しておくこと

32～34コマ：エクステを使用したクリエイティブスタイル
エクステ、セットウィッグその他ヘアアレンジに必要な
道具を準備しておくこと

35～37コマ：デザインメイクを施したクリエイティブスタイル　ヘアメイク撮
影

メイク道具、作成したエクステ等道具を準備しておくこ
と

担当者実務経験

鈴木　優希

美容室にて美容師として勤務

4単位

2023年度

時間数

実施時期

120時間中/
110時間

前期

目標

フィンガーウェーブを使用したヘアアレンジテクニックを習得する

エクステを使用したクリエイティブデザインを習得する

デザインメイクの技術を習得する

コンテスト作品をテーマに沿って考え、デザインして形にできる

撮影を通して、実際の現場でヘアメイクアップアーティストとしての立ち振る舞いを学ぶ

撮影準備をしておくこと（Bﾁｰﾑ）
ウィッグ作成に必要な道具を準備しておくこと（Aﾁｰﾑ）

授業項目・内容 授業外学修指示

1～2コマ：フォトコンテスト概要説明・第一回撮影に向けた企画書作成

20～22コマ：作品撮影（Bチーム）　：　デザインウィッグ作成小テスト（A
チーム）

撮影準備をしておくこと（Aﾁｰﾑ）
様々なフォト作品をお見ておく事（Bﾁｰﾑ）

47～49コマ：作品撮影（Bチーム）　：　ヘアメイク作品企画・テスト準備（A
チーム）

撮影準備をしておくこと（Bﾁｰﾑ）
様々なフォト作品をお見ておく事（Aﾁｰﾑ）

課目名 選択ヘアメイクアップアーティストコース　【TAYA】

課目名（英） Hair make-up artist course 【TAYA】

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

41～43コマ：撮影打ち合わせ・デザイン再検討

対象学科・学年 美容科　2年次

授業概要
ヘアメイクアップアーティストに必要なヘアメイク技術を、リアルスタイル、クリエイティブスタイルの
両方から学び撮影を定期的に実施することでヘアメイクの技術を作品に落す力を身につける。

学習目標
（到達目標）

11～13コマ：撮影準備・撮影に向けたデザインの作りこみ
撮影に向けたデザインの準備を進めておくこと

14～16コマ：撮影打ち合わせ・デザイン再検討
撮影に向けたデザインの準備を進めておくこと

17～19コマ：作品撮影（Aチーム）　：　デザインウィッグ作成小テスト（B
チーム）

様々なフォト作品をお見ておく事

3～4コマ：ダウンスタイルスタイリングテクニック・サロンスタイルをイメー
ジしたヘアメイク撮影

※　主たる形態：○　　その他：△講義： 演習： 実習： 〇 実技：

ヘアアイロン等ヘアアレンジ道具の準備をしておくこと

5～6コマ：一束をベースとしたアレンジ・サロンセレモニースタイルをイ
メージしたヘアメイク撮影

ヘアアイロン等ヘアアレンジ道具の準備をしておくこと

7～8コマ：ウェーブ、編み込みを使用したヘアスタイル・コレクションスタ
イルをイメージしたヘアメイク撮影

ヘアアイロン等ヘアアレンジ道具の準備をしておくこと

9～10コマ：フィンガーウェーブを使用した面構成のアップテクニック
セットウィッグ、ブラシ等の手入れと準備をしておくこと

撮影準備をしておくこと（Aﾁｰﾑ）
ウィッグ作成に必要な道具を準備しておくこと（Bﾁｰﾑ）

50～52コマ：ヘアメイク作品実技テスト（Bチーム）
必要な道具を準備しておくこと

53～55コマ：ヘアメイク作品実技テスト（Aチーム）
必要な道具を準備しておくこと

評価方法

①企画書作成を数回実施　②作品作成・撮影を数回実施　③小テストを１回実施　④実技テストを実施



麻生美容専門学校　シラバス

発表・作品 ◎ ◎ 30%

20%

◎ ◎ 40%

宿題・レポート ○ 10%

履修上の注意

評価方法

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

小テスト ◎ ○



麻生美容専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

安全に正確に装着できいるようになる

商材学・カウンセリング学・衛生管理・目の感染症に関して理解して作業を行ことができる

安全に装着できるような姿勢・用具類の取り扱いを理解することができる

危険なものを取り扱っていることを認識し周りに配慮することができる

授業項目・内容 授業外学修指示

1章：まつ毛エクステンション概要・用具について
まつ毛エクステンションの現状とサロンワークについて

〇 10%

〇

江藤　登志美

美容師として勤務　

4単位

2023年度

時間数

実施時期

120時間中
10時間

前期

目標

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： △ 実習： 〇 実技：

担当者実務経験

課目名 選択　ヘアメイクアップアーティストコース　【アイリスト】

課目名（英） eyelash extensions

単位数 担当者

実施年度

発表・作品

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

公益財団法人　日本理容美容教育センター発行　　まつ毛エクステンション

対象学科・学年 美容科2年

授業概要
厚生労働省指導教育プログラムに基づいた内容で（衛生管理・カウンセリング・保健・技術・用具類）
美容学生が正しい知識を持って卒業し業界を担っていく学生を育成していく。

学習目標
（到達目標）

80%

配布したプリントに目を通す。

まつ毛エクステンション講座：ツイザーの持ち方・紙にエクステを並べる
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと

まつ毛エクステデモストレーション
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと

まつ毛に関する知識・マツエク検定について
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと

眉の基本・描き方・眉の形
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと

履修上の注意
・準備物は、授業前に確認して忘れ物がないようにすること。
・デモストレーション、板書など大事なところをノートにまとめるようにすること。

評価方法

(1)授業の中で小テストを実施する。
(2)宿題・レポートを実施する。
(3)作品発表（実技）を実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

小テスト

授業態度 〇 10%



麻生美容専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

△

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

授業外学修指示

1～3コマ：講義（ブライダル知識）、実習（カーラー巻）、実習（アイロン巻）

前回授業内容の復習

4～6コマ：実習（和装デモスト・白無垢＆日本髪かつら・色打掛＆洋髪）、かつら
体験

前回授業内容の復習

7～9コマ：実習（和装スタイル　夜会巻＆シニヨン） 前回授業内容の復習

10～12コマ：実習（和装スタイル３パターン） 前回授業内容の復習

13～15コマ：ブライダルエステ（エステ知識、デモスト、スキンケア） 前回授業内容の復習

資生堂美容室講師陣

サロンに美容師として勤務

4単位

２０２３年度

時間数

実施時期

120時間中
60時間

前期

アイロンやカーラー等器具を用いて思い通りの表現をすることができる。

目標

※　主たる形態：○　　その他：△講義： 演習： 実習： 〇 実技：

担当者実務経験

ウィッグを用いブライダルの場にふさわしいヘアスタイルを作ることができる。

ブライダルについての知識・マナーを習得しおもてなしの心を身につけることができる。

発表・作品 ◎ 80%

前回授業内容の復習

授業項目・内容

25～27コマ：実習（相モデルで作品作り）、小テスト

課目名 選択ブライダルスタイリストコース　【ｾｯﾄｱｯﾌﾟ】

課目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

セットアップ道具一式
セットアップ用モデルウィッグ

対象学科・学年 美容科２年次

授業概要
ブライダルセット、ブライダル知識、フィッティング（ドレス知識）、ブライダルエステについて学び、婚礼という晴
れの日の門出をサポートする仕事を技術・知識・マナーを通して身につける。

学習目標
（到達目標）

16～18コマ：実習（洋装デモスト　式＆宴スタイル） 前回授業内容の復習

19～21コマ：実習（洋装スタイル３パターン） 前回授業内容の復習

22～24コマ：メイク（理論・デモスト・メイク実習） 前回授業内容の復習

28～30コマ：実習（相モデルで作品作り・撮影）

履修上の注意 ・準備物は、授業前に確認して忘れ物がないようにすること。

評価方法

(1)授業の中で小テストを実施する。
(2)作品発表（実技）を実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

小テスト 〇 20%



麻生美容専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

◯

◯

◯

◯

◯

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

○ 70%

担当者実務経験

宮本　知亜理

雑誌撮影、ブライダルヘアメイク、ファッション
ショーバックステージ現場経験

4単位

２０２３年度

時間数

実施時期

120時間中
30時間

前期

目標

机上が清潔で、モデルの扱いが丁寧にできる。

メイクアップのデザインができる。

顔の輪郭、パーツの分析ができる。

モデルの個性に合わせたメイクの提案ができる。

応用テクニックを理解し、施す事ができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

1～3コマ：洋装メイク 雑誌等でブライダルメイクを見ておくこと

4～6コマ：和装メイク 雑誌等で和装メイクを見ておくこと

課目名 選択ブライダルスタイリストコース　【メイク】

課目名（英） Makeup

単位数 担当者

実施年度

実技： △

宿題・レポート

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

対象学科・学年 美容科２年次　ブライダルスタイリストコース　

授業概要
サロンに就職した際に必要とされる、お客様一人一人に合うイメージに沿ったメイクや、似合うメイクの提案が
できる。和装メイクやブライダルメイク等のプロフェッショナルなメイクができるようになる。

学習目標
（到達目標）

※　主たる形態：○　　その他：△講義： △ 演習： △ 実習： 〇

履修上の注意 出席が4/5に満たない場合は実技試験の受験資格を与えない。

評価方法

（１）授業の中で実施した実技作品を確認する。
（２）実技作品のデザイン画を確認する。
（３）実技テストを実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S(90点以上)・A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以下)とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

小テスト ○

○

15%

7～9コマ：白ドレス～カクテルドレスに合わせたメイク 雑誌等でブライダルメイクを見ておくこと

10～12コマ：作品制作 雑誌等でブライダルメイクを見ておくこと

13～15コマ：実技テスト 復習をしておくこと

15%



麻生美容専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意
・準備物は、授業前に確認して忘れ物がないようにすること。
・デモストレーション、板書など大事なところをノートにまとめるようにすること。

評価方法

(1)授業の中で小テストを実施する。
(2)宿題・レポートを実施する。
(3)作品発表（実技）を実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

小テスト

授業態度 〇 10%

配布したプリントに目を通す。

まつ毛エクステンション講座：ツイザーの持ち方・紙にエクステを並べる
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと

まつ毛エクステデモストレーション
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと

まつ毛に関する知識・マツエク検定について
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと

眉の基本・描き方・眉の形
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語等
は調べておくこと

80%

課目名 選択　ブライダルスタイリストコース　【アイリスト】

課目名（英） eyelash extensions

単位数 担当者

実施年度

発表・作品

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

公益財団法人　日本理容美容教育センター発行　　まつ毛エクステンション

対象学科・学年 美容科2年

授業概要
厚生労働省指導教育プログラムに基づいた内容で（衛生管理・カウンセリング・保健・技術・用具類）
美容学生が正しい知識を持って卒業し業界を担っていく学生を育成していく。

学習目標
（到達目標）

江藤　登志美

美容師として勤務　

4単位

2023年度

時間数

実施時期

120時間中
10時間

前期

目標

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： △ 実習： 〇 実技：

担当者実務経験

安全に正確に装着できいるようになる

商材学・カウンセリング学・衛生管理・目の感染症に関して理解して作業を行ことができる

安全に装着できるような姿勢・用具類の取り扱いを理解することができる

危険なものを取り扱っていることを認識し周りに配慮することができる

授業項目・内容 授業外学修指示

1章：まつ毛エクステンション概要・用具について
まつ毛エクステンションの現状とサロンワークについて

〇 10%

〇



麻生美容専門学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

〇

〇

〇

回数

5

6

7

8

9

10

履修上の注意 欠席不可。欠席の場合、0点。

評価方法

（1）実技テストを実施する。
（2）授業の中で実施した実技作品を確認する。
（3）実技の所作・道具の手入れを確認する。　以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S(90点以上)・A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以下)とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

実技テスト・作品制作

道具の取り扱い 〇 〇 10%

実技： △

1
・
2

3
・
4

道具の手入れを確実に行う
特にブラシについたグルーの手入れを入念に行
う

相モデル(ドール使用併用）
ブライダル用ボディジュエリー　ウエディングドレスに合わせた白を基調
とした花の制作①　※実技テスト

道具の手入れを確実に行う
特にブラシについたグルーの手入れを入念に行
う

課目名 選択ブライダルスタイリストコース　【ボディジュエリー】

課目名（英） Hair make-up artist course (Body jewelry）

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

ボディジュエリーデザイン画
ボディジュエリー教材一式（シート、鉛筆、アート筆、ラメパウダー、グル―、アセトン、コットン、ビニール）

対象学科・学年 美容科　2年次

授業概要
ブライダルやイベント、パーティーシーン、成人式等で華やかな演出ができ、デザイン提案～施術迄が出来るよ
うになる。

学習目標
（到達目標）

目標

花・蝶・リボン・ハートの様々なデザインを基本に制作することが出来る。

ウエディング、パーティ、成人式等のイベントに限らず、日常・非日常のどのようなシーンでも使用できるボディジュ
エリー”テクニックを身に着ける

道具の手入れ、片づけなど積極的に取り組むことが出来る

授業項目・内容 授業外学修指示

相モデル
ボディジュエリーとは。ボディジュエリーのニーズ。教材説明。
花のデザインを転写～グルー塗布～ラメパウダーで仕上げる。簡単な
花と蝶を転写～グル―とラメパウダーの使い方。グラデーションテクニッ
ク（花弁制作）・片付け方　
　
※ウッドスティックの使い方

担当者実務経験

重松愛子

雑誌、広告関係、ファッションショー
バックステージ、ブライダル現場経験

4単位

2023年度

時間数

実施時期

8/120

前期

〇 〇 90%

※　主たる形態：○　　その他：△講義： 演習： △ 実習： 〇



麻生美容専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

重松愛子

雑誌、広告関係、ファッションショー
バックステージ、ブライダル現場経験

4単位

2023年度

時間数

実施時期

6/120

前期

◎ ○ 100%

目標

様々な素材を使用したデザインを基本に制作することが出来る。

ウエディングは新婦のドレスに合わせて花やリボンを選び、各パーティ、成人式等のイベントにも適用するヘッドア
クセサリーを制作する。

授業項目・内容 授業外学修指示

花の特徴を知り、水揚げのやり方を学ぶ

課目名 選択ブライダルスタイリストコース　【フラワーアレンジ＆ヘッドアクセサリー】

課目名（英） Bridal course【flower arrangement＆head accessory】

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

ワイヤー・フローラルテープ・ヘッドアクセサリー土台・リボン・グルーなど

対象学科・学年 美容科　2年次

授業概要
実際にヘッドアクセサリーとして使用するときにどのような花を使用するのがよいか知る。
結婚式における衣裳に合わせた新婦のヘッドアクセサリーを実際に制作する。
また髪型に合わせたヘッドアクセサリーのつけ方を学ぶ。

学習目標
（到達目標）

※　主たる形態：○　　その他：△講義： 演習： 実習： 〇 実技：

旬の花をフラワーショップの店頭で見ておくこと

ヘッドコサージュのワイヤー、巻き上げ、綿の巻き方を学び、ヘアスタイルに合っ
たヘアコサージュを作る

新婦のヘアスタイルを考えておくこと

ラウンドブーケの作り方を学び作成し、仕上げのリボン巻上げ、４ループリボンを
作れるようになる

ブーケの本や写真を見て、自分の好きなブーケを見
つける

履修上の注意

評価方法

(１)準備物をチェックする。　(２)ヘッドアクセサリーのデザインする。　(３)手順がマスターできているかチェックする。　
(４)完成度をチェックする
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験



麻生美容専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

林　理沙

ネイルサロンにてネイリストとして勤務

4単位

2023年度

時間数

実施時期

120時間中／
6時間

前期

ジェルを施す前提にケアの必要性と手順を説明し、実施できる。

ジェルの特性や留意点を５つ以上説明できる。

お客様のカウンセリング後、時間を意識した施術ができる

デザイン画を作成し、時間内に作品を仕上げる

授業項目・内容 授業外学修指示

ワンカラー　ラメグラデーション　　トップジェル（厚み、ツヤ、ハイポイント）
用具用材説明　　オフ

課目名 選択ブライダルスタイリストコース　【ジェルネイル】

課目名（英） Bridal　stylist (nail)

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

・ＪＮＡテクニカルシステムベーシック       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　・ＪＮＡテクニカルシステム　ジェルネイル編 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ＪＮＡネイティフル

対象学科・学年 美容科２年

授業概要

ジェルネイル全般を学び、サロンワークに必要な専門知識、技術の習得に加えジェルネイル検定初級を目指す。（任意）ジェルネイル検定
とはNPO法人日本ネイリスト協会がお客様に安心して施術を受けて頂けるよう健全なジェルネイルの普及を目的に実施している試験であ
る。また、サロンワークで必要な時短アートや持ちの良いテクニックを学びトータルビューティーで「美」と向き合っていく。この授業ではジェ
ルネイルの特質と正しい知識の習得、ケアの必要性を理解し、幅広いアートを時間内に施す事を目指す。

学習目標
（到達目標）

目標

◎ ○ 100%○

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 演習： 実習： 〇 実技：

アート（フレンチ・タイダイ）デモ、実践トップジェル
（ハイポイント、凹凸）

プレパレーションの重要性　ラメグラデーション　縦グラデーション

履修上の注意 授業中の私語は、厳禁

評価方法

(1)授業態度、出席を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

出席、授業態度



麻生美容専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

履修上の注意 特段の事情を除いて、授業は休まないでください。授業中の私語は、厳禁です。復習は必須です。

評価方法

(1) 受講後には毎回レポートを提出する。
(2) 最終授業の中で1人2分間のスピーチを実施する。　
　
(3) 成績評価基準は、出席、レポート、スピーチを加味し(R)認定とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

宿題・レポート ○

発表・作品 ○ 50%

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 演習： 実習： 実技：

なぜ志をたてる事が大切なのか　
～世界中の中の日本　日本の中の私～

第1講話のレポート提出

自己を知る　
～私の過去・現在・未来～

第2講話のレポート提出

伝える力を学ぶ　
～「個」としての伝える力を高める(自分の言葉で自分の思いと考えを伝える)～ 第3講話のレポート提出

伝える力を学ぶ　「グループコミュニケーション」
～勇気と思いやりを持って言葉のキャッチボールを～

第4講話のレポート提出

目標

50%

課目名 GCBⅡ

課目名（英） GLOBAL　CITIZEN　basicⅡ

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

GCBテキスト
視覚教材

対象学科・学年 美容科 2年

授業概要
社会の変化に対応出来る良識とスキル・知識を備え、常に挑戦する意欲に満ちた専門職として育成し、即戦力
として社会に送り出す。世界は自立しながらも互いに協力しながら成り立っている為、恵まれた人生に感謝し、
地域国家の発展の為に貢献できる人材であるグローバルシティズンを目指す。

学習目標
（到達目標）

与えられた一度の人生に感謝し、志高く生きる。(言葉の力とプロ意識に学ぶ) 第5講話のレポート提出

自己の大切さと責任を自覚する。 第6講話のレポート提出　スピーチ練習

GCBⅡを受講して、私が感じた事・気づいた事・学んだこと 第7講話のレポート提出

考えることの大切さを知る　(先人の話や自分を取り巻く環境についての具体的な話から、様々な事を考える。)

自分の言葉で伝える大切さを知る　(言語化の作業を沢山行う事でその大切さに気づき、自分の成長を実感する)

目標の大切さ、志の大切さを知る　(目標が定まらなければ、行動できない事を知る)

行動する大切さにきづく　(知行合一、学んだことは行なわなければ意味が無い事に気づく)

授業項目・内容 授業外学修指示

グローバル シティズンと志　
～志とは何か。どうすれば志を立てる事が出来るのか～

担当者実務経験

江藤　登志美・森　健太

美容室にて美容師として勤務

1単位

2023年度

時間数

実施時期

16時間

前期


